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遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
七
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
に
よ
り
生
ず
る
生
物
多
様
性
影
響
の
防
止
」
を
「
の
規
制
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
い
う
。
）
」
の
下
に
「
及
び
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
に
関
す
る
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
の
責
任
及
び
救
済
に
関
す
る

名
古
屋
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
補
足
議
定
書
（
以
下
「
補
足
議
定
書
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。

第
三
条
中
「
議
定
書
」
の
下
に
「
及
び
補
足
議
定
書
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
に
よ
り
生
ず
る
影
響
で
あ
っ
て
、
生
物
の
多
様
性
（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
上
特
に

重
要
な
も
の
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
種
又
は
地
域
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
損
な

う
も
の
又
は
損
な
う
お
そ
れ
の
著
し
い
も
の
が
生
じ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
影
響
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
に
係
る
損
害
の

回
復
を
図
る
た
め
の
施
策
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

第
二
章
の
章
名
中
「
に
よ
り
生
ず
る
生
物
多
様
性
影
響
の
防
止
」
を
「
の
規
制
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
四
項
中
「
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
」
を
「
同
項
の
承
認
を
受
け
た
」
に
、
「
第
一
項
の
規
定
」
を
「
同
項
の
規
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定
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
し
た
者
、
又
は
し
て
い
る
」
を
「
し
て
い
る
者
又
は
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
若
し
く
は

」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

環
境
大
臣
は
、
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
一
種
使
用
等
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
又

は
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
第
一
種
使
用
等
に
よ
り
生
ず
る
影
響
で
あ
っ
て
、
生
物
の
多
様
性
（
生
物
の
多
様
性
の

確
保
上
特
に
重
要
な
も
の
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
種
又
は
地
域
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
を
損
な
う
も
の
又
は
損
な
う
お
そ
れ
の
著
し
い
も
の
が
生
じ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
第
一
種
使
用
等
を
し
て
い
る
者

又
は
し
た
者
に
対
し
、
当
該
影
響
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
に
係
る
損
害
の
回
復
を
図
る
た
め
必
要
な
措
置
を
執
る
べ
き
こ
と

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
第
二
種
使
用
等
」
を
「
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
」
に
、
「
、
又
は
」
を
「
又
は
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
種
使
用
等
」
を
「
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
」
に
、
「
、
若
し
く
は
」
を
「

若
し
く
は
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

環
境
大
臣
は
、
第
十
二
条
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
が
な
さ
れ
て
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い
る
場
合
又
は
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
第
二
種
使
用
等
に
よ
り
生
ず
る
影
響
で
あ
っ
て
、
生
物
の
多
様
性
（
生
物

の
多
様
性
の
確
保
上
特
に
重
要
な
も
の
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
種
又
は
地
域
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
を
損
な
う
も
の
又
は
損
な
う
お
そ
れ
の
著
し
い
も
の
が
生
じ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
第
二
種
使
用
等
を

し
て
い
る
者
又
は
し
た
者
に
対
し
、
当
該
影
響
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
に
係
る
損
害
の
回
復
を
図
る
た
め
必
要
な
措
置
を
執

る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
そ
の
職
員
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
職
員
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

環
境
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
に
よ
り
生
ず
る
影
響
で
あ
っ
て
、

生
物
の
多
様
性
（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
上
特
に
重
要
な
も
の
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
種
又
は
地
域
に
係
る
も
の
に
限

る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
損
な
う
も
の
又
は
損
な
う
お
そ
れ
の
著
し
い
も
の
が
生
じ
た
と
認
め
る
と
き
は
、

当
該
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
提
供
し
、
又
は
委
託
し
て
使
用
等
を
さ
せ
た
者
に
対
し
、
当
該
影
響
に

よ
る
生
物
の
多
様
性
に
係
る
損
害
の
回
復
を
図
る
た
め
必
要
な
措
置
を
執
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
条
中
「
者
、
又
は
」
を
「
者
又
は
」
に
改
め
る
。
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第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
そ
の
職
員
」
を
「
当
該
職
員
」
に
、
「
者
、
又
は
」
を
「
者
又
は
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
者
、
又
は
」
を
「
者
又
は
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
主
務
大
臣
へ
の
協
議
）

第
三
十
五
条
の
二

環
境
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
主
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
三
条
第
四
号
、
第
十
条
第
三
項
、
第
十
四
条
第
三
項
又
は
第
二
十
六
条
第
三
項
の
環
境
省
令
を
制
定
し
、
又
は
改
廃

し
よ
う
と
す
る
と
き
。

二

第
十
条
第
三
項
、
第
十
四
条
第
三
項
又
は
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

第
三
十
八
条
中
「
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
「
第
二
十
六
条
第
二
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は

第
三
項
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
に
関
す
る
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
の
責
任
及
び
救
済
に
関
す
る
名
古
屋
・
ク
ア
ラ
ル
ン
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プ
ー
ル
補
足
議
定
書
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第

十
条
第
三
項
、
第
十
四
条
第
三
項
及
び
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
に
、
遺
伝
子
組
換
え

生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
遺
伝
子
組
換
え
生
物

等
の
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
第
一
種
使
用
等
又
は
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
第
二
種
使
用
等
を
し
て
い
る
者
又
は
し
た
者

及
び
同
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
譲
渡
若
し
く
は
提
供
又
は
委
託
を
し
た
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

３

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）
は

、
政
令
で
定
め
る
。


